
Uneven Girls   捜真女学校高等学部

高二 濵谷花怜　高一 山口楓

1.地元に帰りたくなる!!地元じゃなくても住みたくなる!!
まちづくり～日本一住みたいまち「鹿屋」の未来をデザイン～

かのや起業dream
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増減

転入

転出

出典：推計人口及び人口動態　平成18年1月以降（鹿屋市）

鹿屋市の人口

転出超過が連続
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鹿屋市の課題

＋2
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起業したい場所

起業したい年齢
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出典：自主アンケート（中学2年生から高校2年生のべ78人による回答）



　インタビュー　　StockBase 取締役　菊原 美里さん
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実際に起業された経験から
貴重なお話しをしていただき
ました。

Q3実際にかかる費用

60万程度・登記にかかる費用24万円

          ・ハンコ代1万円
　　   ・行政書士費用5万円

Q1オフィスの必要性

・登記に必要

・夜遅くまで会議ができる

Q2セミナー・メンタリングの必要性

・有識者からアドバイスをもらえる機会

・営業に繋がる

・ヒアリングの機会をいただける

Q4鹿屋市に求めるもの

・顧客となりえるユーザーの数
・スタートアップエコシステムの成 熟

度



起業のニーズ

メンタリン
グ

オフィス
提供

交流会

ユーザー 資金
100万程度ターゲットの顧客

有識者による きっかけ作り登記にも必要
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かのや起業支援制度

①
提携企業による

セミナー

②
創業＆

オフィス支援

③
継続的な
メンタリング
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　①連携企業によるセミナー　　 ３か月から半年

目的：質の高い起業家の育成

支援開始前
セミナー実施

・質の高いビジネス案
・幅広い参加者
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　①連携企業によるセミナー　　 ３か月から半年

方法：起業家育成企業と連携

連携企業
・鹿屋市に無いノウハウ
・有識者が多い
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　①連携企業によるセミナー　　 ３か月から半年

連携企業へのメリット 連携企業例

地域貢献活動

・ブランドイメージup

・投資家へのアピール

・優秀な人材の確保

・社員のやりがい向上
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　①連携企業によるセミナー　　 ３か月から半年

セミナー参加条件
・40歳未満
・鹿屋市での起業に意欲、アイデアがある人

参加者選考
・書類
　応募理由、ビジネス案概要
・面接（オンライン）
　ビジネス案のプレゼン

提出物例

想定顧客の
課題・ニーズ

ビジネスプラン
のユニークさ
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　①連携企業によるセミナー　　 ３か月から半年

参加費用

1万円
   /一人当たり

  20人
（グループ参加も）

参加人数見込み
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起業のニーズ

メンタリン
グ

オフィス
提供

交流会

ユーザー 資金
100万程度ターゲットの顧客

有識者による きっかけ作り登記にも必要
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　②創業＆オフィス支援（空き家等バンク）

目的：質の高い起業家の支援

①
提携企業による

セミナー

①で育てたビジネスを
実用化させるための支援
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　②創業＆オフィス支援（空き家等バンク）

従来の起業支援制度 空き家等バンク

方法：起業支援制度の改革
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　②創業＆オフィス支援（空き家等バンク）

支援規模

空き家等バンクを使用するのにかかる料金　100万
（平均売買料金400万の25％）

実際に起業するときにかかるお金　30万

130万～上限200万＋クラウドファンディング

・登記にかかる費用24万
・ハンコ代1万
・行政書士費用5万

15



　②創業＆オフィス支援（空き家等バンク）

クラウドファンディング

鹿屋市の宣伝

起業家のビジネス支援
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　②創業＆オフィス支援（空き家等バンク）

・鹿屋市において、地域の課題の解決を目的

として新たに起業する社会的事業であること。

・鹿屋市内に居住していること、又は事業期間

完了日までに鹿屋市内に居住する予定である

こと。

・個人事業の開業の届出、又は法人の登記を

鹿屋市内で行う者。

・補助率、予定件数

補助上限額200万円、3～5件程度

・対象経費

人件費、店舗等借料(空き家等バンク)、設備

費及び借料、原材料費、知的財産権等関連

経費、謝金、旅費、マーケティング調査費、広

報費、外注費、委託費等

支援条件 支援内容
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費用

支援金
130万～200万 3～5件

合計　　約600万

　②創業＆オフィス支援（空き家等バンク）
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起業のニーズ

メンタリン
グ

オフィス
提供

交流会

ユーザー 資金
100万程度ターゲットの顧客

有識者による きっかけ作り登記にも必要
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　③継続的なメンタリング

目的：事業の継続・起業の支援

①
提携企業による

セミナー

②
創業＆

オフィス支援

で積み重ねても、、、、

実際に事業を始めると
わからないことばかり！
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　③継続的なメンタリング

方法：連携企業・先輩起業家
　　によるメンタリング

以前この支援で起業した人が
今度は後輩をメンタリング

先輩起業家との
繋がりもできる！
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　③継続的なメンタリング

期間

1年間
週に1回

期間

1年間
   /週に一回

・起業家同士の交流会
・鹿屋市民を巻き込んだ

　イベント  

期間後も
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起業のニーズ

メンタリン
グ

オフィス
提供

交流会

ユーザー 資金
100万程度ターゲットの顧客

有識者による きっかけ作り登記にも必要
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宣伝方法①鹿屋市公式サイト

産業・仕事の欄に起業支援を入れる

起業支援

鹿屋市公式サイトより
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情報を求めている人が見
つけやすくなる

何回もクリックしないと
起業支援の情報が見れない



宣伝方法②SNS広告

若者に効果的に届ける

〇クリックするごとに広告金
　　  　 1クリックあたり

40～100円

〇表示されるごとに広告金

月３万ほどの予算で

費用対効果

1,000表示あたり 
500～1,000円 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宣伝方法③大学起業部

大学起業部との提携

鹿屋市のメリット
起業に興味のある
若い人材の確保に繋がる

大学起業部側のメリット
鹿屋市との提携が宣伝になる
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鹿屋市のメリット

鹿屋市の課題解決に取り組む事業を行う

鹿屋市の地域活性化に繋がる

鹿屋市の雇用創出

支援制度によって事業が拡大
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ご清聴ありがとうございました
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